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東
播
磨
南
北
道
路
は
地
域
高
規
格
道
路
に
指
定
さ
れ
、

東
播
磨
地
域
か
ら
北
播
磨
地
域
内
陸
部
ま
で
を
南
北
に

貫
く
延
長
約
一
二
・
五
㌔
㍍
の
自
動
車
専
用
道
路
だ
。

現
在
、
国
道
二
号
加
古
川
バ
イ
パ
ス
と
小
野
市
の
国
道

一
七
五
号
を
結
ぶ
約
六
㌔
㍍
の
整
備
が
、
第
一
期
事
業

と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
と
北
播

磨
を
、
こ
の
新
し
い
道
路
で
繋
ぐ
こ
と
に
よ
り
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
。
人
と
物
の
交
流
の
拡
大
と
加
古

川
市
内
の
渋
滞
緩
和
が
図
ら
れ
、
利
便
性
が
飛
躍
的
に

向
上
す
る
と
大
き
な
期
待
を
集
め
て
い
る
。

　

今
回
訪
れ
た
の
は
東
播
磨
南
北
道
路
の
南
の
起
点
と

な
る
国
道
二
号
加
古
川
バ
イ
パ
ス
の
加
古
川
中
央

J
C
T
。
東
播
磨
地
域
に
お
い
て
は
東
西
、
南
北
、
両

方
向
の
幹
線
道
路
の
交
差
点
で
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
が

生
じ
て
い
る
が
、
こ
の
J
C
T
は
東
西
南
北
の
結
節
点

と
な
り
交
通
環
境
の
改
善
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
。

　

迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
現
場
を
率
い
る
㈱
奥
村
組
の

竹
山
信
喜
所
長
だ
。「
工
期
は
約
二
年
。
着
工
し
て
一
年

と
少
し
が
経
ち
、
進
捗
状
況
も
ち
ょ
う
ど
五
〇
％
。

我
々
の
仕
事
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
仕
上
げ
の
段
階
に

入
っ
て
い
き
ま
す
。
…
な
ど
と
説
明
す
る
よ
り
も
現
場

を
見
て
い
た
だ
い
た
方
が
早
い
か
な
」。
そ
の
言
葉
を

裏
付
け
る
よ
う
に
、
そ
こ
は
多
岐
に
わ
た
る
工
種
、
工

法
が
錯
綜
す
る
土
木
の
〝
カ
タ
ロ
グ
〞
の
よ
う
な
現
場

だ
っ
た
。

　

現
場
で
は
、
す
で
に
美
し
い
弧
を
描
く
上
部
工
が
ほ

ぼ
完
成
し
、
国
道
二
号
加
古
川
バ
イ
パ
ス
に
向
か
っ
て

北
か
ら
延
び
て
く
る
東
播
磨
南
北
道
路
も
そ
の
軌
跡
が

は
っ
き
り
と
確
認
で
き
る
。
こ
の
二
本
の
道
を
繋
ぐ
工

事
が
着
々
と
進
む
。

　

こ
れ
ま
で
に
J
C
T
中
央
部
の
道
路
改
良
、
ラ
ン
プ

の
下
部
工
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
。「
こ
れ
か
ら
バ
イ
パ
ス

と
ラ
ン
プ
取
付
部
の
拡
幅
、
側
道
整
備
、
歩
行
者
専
用

の
横
断
用
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
が
並
行
し
て
始
ま
り
ま
す
。

近
く
を
流
れ
る
白
ヶ
池
川
の
護
岸
改
修
も
施
工
中
で
す

が
、
こ
れ
は
渇
水
期
の
五
月
い
っ
ぱ
い
で
完
工
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
竹
山
所
長
は
さ
ら
り
と
語
る
。

南
北
を
縦
走
す
る
新
し
い
道
路

幹
線
道
路
を
繋
ぐ
J
C
T
の
現
場

新しく建設されたJCT橋梁部から国道2号加古川バイパス神戸方面を望む。
バイパスは1日10万台もの車が行き交う、日本で8番目に交通量の多い自動車専用道路だ。

関
西
以
西
の
東
西
物
流
は
、国
道
二
号
、山
陽
自
動
車
道
、

中
国
自
動
車
道
な
ど
の
東
西
を
走
る
動
脈
が
担
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
兵
庫
県
内
の
新
た
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、

国
道
二
号
と
国
道
一
七
五
号
を
連
結
す
る

東
播
磨
南
北
道
路
の
整
備
が
進
む
。

そ
の
南
の
要
衝
と
な
る
国
道
二
号
接
続
部
の

加
古
川
中
央
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）建
設
現
場
を
訪
ね
た
。

播
磨
国
の

人・物
を
結
ぶ

道
の
結
節
点

加
古
川
中
央
J
C
T
ラ
ン
プ
改
良
工
事

工事名称：加古川中央JCTランプ改良工事
施工場所：（自）兵庫県加古川市野口町野口地先
　　　　　（至）兵庫県加古川市加古川町美乃利地先
発 注 者：国土交通省　近畿地方整備局
施 工 者：株式会社奥村組
工　　期：平成23年1月18日～平成25年2月28日
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Site Discovery

発見
現場

ここから北側（右方向）へ延びる東播磨南北道路は、近年開
院した兵庫県立加古川医療センターへの緊急搬送ルートと
しての機能も担う。

文：槌田波留基　写真：特記以外は西山芳一

多
様
な
工
法・工
種
を
並
行
し
て
展
開

し
か
し
、
細
部
の
お
話
を
伺
う
に
つ
れ
、
こ
の
現
場
の

複
雑
さ
が
垣
間
見
え
て
き
た
。

　

バ
イ
パ
ス
本
線
の
道
路
改
良
に
は
地
盤
改
良
、
舗
装

工
に
加
え
、
排
水
、
遮
音
壁
な
ど
の
付
帯
設
備
が
必
須

だ
。
下
部
工
の
橋
脚
・
橋
台
は
全
部
で
一
六
基
、
も
ち

ろ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
形
状
は
異
な
る
。
本
線
拡
幅
部
と
市

民
の
生
活
道
路
と
な
る
側
道
の
擁
壁
工
事
で
は
、
そ
れ

「
や
や
こ
し
い
」だ
か
ら
こ
そ
面
白
い

（提供：奥村組）

←

東播磨南北道路

Aランプ

Dランプ

Bランプ

Cランプ

（提供：奥村組）

至 神戸

白ヶ池川

別府川
至 姫路 ←

国道2号加古川バイパス

工事区間1,180m
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三
二
時
間
。
一
日
当
た
り
一
〇
万
台
が
利
用
す
る
バ
イ

パ
ス
の
通
行
を
完
全
に
遮
断
す
る
こ
と
な
く
走
行
車
線
、

追
越
車
線
を
順
番
に
施
工
し
て
開
通
さ
せ
ま
し
た
。
現

場
の
横
を
一
般
車
両
が
ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
走
っ
て
い
る
。

事
故
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
神
経
を
使
う
工
事
で
し

た
」
と
竹
山
所
長
は
振
り
返
る
。
繊
細
と
も
い
え
る
交

通
規
制
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
撤
去
・
設
置
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
、
遮
音
壁
な
ど
付
帯
設
備
の
設
置
、
細
部
ま
で

列
挙
し
た
ら
き
り
が
な
い
作
業
工
程
を
予
定
通
り
完
遂
。

上
下
線
で
計
六
四
時
間
、
延
べ
約
九
〇
〇
名
の
作
業
員

が
一
致
団
結
、
呼
吸
を
合
わ
せ
て
驚
異
的
な
短
時
間
施

工
を
や
っ
て
の
け
た
。

　

こ
れ
だ
け
多
く
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
着
実
に
成
功
に
導

く
、
そ
の
原
動
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
竹
山
所

長
に
仕
事
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。「
こ

ぞ
れ
の
法
面
等
の
、
現
場
状
況
が
異
な
る
た
め
補
強
土

壁
、
軽
量
盛
土
（
E
P
S
）、
ア
ン
カ
ー
、
鋼
矢
板
な
ど

を
用
い
た
様
々
な
工
法
が
採
用
さ
れ
る
。
異
な
る
工
事

が
重
層
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
や
や

こ
し
い
現
場
で
す
ね
、
と
思
わ
ず
口
に
す
る
と
「
そ
の

通
り
、
実
に
や
や
こ
し
い
。
で
も
、
や
や
こ
し
い
ほ
ど

面
白
い
！ 

我
々
も
や
り
が
い
が
あ
る
ん
で
す
わ
」
と

軽
く
か
わ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

竹
山
所
長
た
ち
が
現
場
に
乗
り
込
ん
だ
と
き
は
、

J
C
T
の
上
部
工
が
最
盛
期
で
、
そ
の
直
下
に
あ
っ
た

国
道
二
号
加
古
川
バ
イ
パ
ス
は
施
工
現
場
を
避
け
て
、

上
り
・
下
り
線
そ
れ
ぞ
れ
が
北
側
に
迂
回
し
て
い
た
。

「
こ
の
迂
回
路
を
元
の
本
線
に
戻
す
切
替
工
事
が
我
々

の
最
初
の
仕
事
で
し
た
。
片
側
を
切
替
え
る
時
間
は

の
業
界
に
入
っ
た
理
由
は
給
料
を
い
た
だ
き
な
が
ら
社

会
貢
献
が
で
き
る
か
ら
な
ん
で
す
。
公
共
事
業
は
人
の

た
め
の
も
の
。
つ
ま
り
人
か
ら
『
便
利
に
な
っ
た
』『
き

れ
い
に
な
っ
た
』
と
喜
ば
れ
る
仕
事
が
し
た
か
っ
た
」

と
答
え
て
く
れ
た
。「
や
り
切
っ
た
と
き
に
『
周
り
の
人

か
ら
喜
ば
れ
る
仕
事
』
だ
か
ら
頑
張
れ
る
ん
で
す
」
と

言
葉
を
つ
な
ぐ
。

　

こ
の
現
場
で
は
、
電
気
・
ガ
ス
・
上
下
水
道
な
ど
の

埋
設
物
も
多
く
、
ま
た
予
想
も
し
な
か
っ
た
地
下
障
害

物
に
時
間
を
と
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、
幾
度
も

設
計
変
更
、
工
程
の
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
。

「
業
者
間
の
週
間
工
程
打
合
せ
の
他
、
行
政
と
の

地上30ｍ近い上空で美
しく弧を描くJCTの全
景。上部工を建設する際
にはこの付近をバイパス
の迂回路が走っていた。

白ヶ池川と県道、バイパスが交差する山ノ越交
差点では護岸改修が進行中。河川工事も擁する
多工種の現場だ。

本線拡幅部に擁壁を施し、側道を設ける。他の
施工地点でもそれぞれの地理的条件を考慮し、
様々な工法が採用される。

迂回路からバイパス本線への切替工事は上下線各32時間の超急速施工を
達成。昨年の9月と10月の2回に分けて行われた（提供：奥村組）。

維持・更新の工事は難易度が非
常に高いということ。供用させ

ながら狭い作業ヤードで既存施設を改
良する難しさを改めて感じました。今
後予想されるこうしたインフラの維
持・更新事業の急増を背景として、若
手への技術継承の大切さも実感しまし
た。想定外のことが起こり、困難な状
況になるほど、対応力、応用力が求め
られます。奥村組の技術力、開発力と

いうバックボーンに支えられつつも、
臨機応変なマネジメント力は現場で肌
身に感じながら磨かれていくものです。
　私は約40年前に製鉄所内の現場か
らスタートし、山岳トンネル工事、橋
梁下部工事などに携わり、その中で応
用力を身に付けてきました。技術継承
は業界全体の課題でもあります。これ
からも持てる知識、技術を可能な限り
後進に伝えていきたいと思います。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

株式会社奥村組
加古川中央JCTランプ改良工事 所長

竹山信喜
Nobuki Takeyama 

J
C
T
全
体
調
整
会
議
、
占
用
者
合
同
会
議
等
を
定
期

的
に
開
催
し
、
そ
の
度
に
関
係
者
が
綿
密
な
協
議
、
調

整
を
重
ね
、
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
乗
り
切
っ

て
き
ま
し
た
」。

　

見
上
げ
る
と
三
〇
㍍
近
い
上
空
で
幾
何
学
的
な
カ
ー

ブ
を
描
く
鋼
製
の
空
中
回
廊
が
層
を
な
し
て
い
た
。
そ

こ
へ
安
全
確
実
に
車
を
導
く
道
路
整
備
は
山
場
を
迎
え

た
。

　

さ
ら
に
工
事
は
市
民
の
た
め
の
側
道
の
整
備
、
地
下

歩
道
の
施
工
へ
と
駒
を
進
め
る
。
こ
の
J
C
T
が
新
し

い
道
路
の
結
節
点
と
し
て
「
人
々
に
喜
ば
れ
る
」
機
能

を
果
た
す
日
は
そ
う
遠
く
な
い
。

仕
事
は「
社
会
貢
献
」が
大
前
提

い
き
な
り
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

バ
イ
パ
ス
本
線
切
替
工
事


